
近
年
ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
業
務
の
効
率
化
の
た
め
、
い
わ

ゆ
る
企
業
内
銀
行
の
設
置
に
よ
る
為
替
の
集
中
化
や
支

払
代
行
、
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
一
部
業
務
の
銀
行
へ
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
等
に
取
り
組
む
企
業
の
数
は
増
え
て

き
て
い
る
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
売
掛
金
の
管
理

は
、
ま
だ
限
ら
れ
た
企
業
で
し
か
本
格
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
な
い
分
野
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
な
ぜ
こ
の
分
野
の
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
？
　

売
掛
金
管
理
は
幾
つ
か
の
プ
ロ
セ
ス
に
分
け
て
考
え

ら
れ
る
が
、
そ
の
中
の
最
大
の
課
題
は
、
支
払
い
先
か

ら
の
入
金
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。

入
金
確
認
の
容
易
性
は
、
支
払
側
の
国
の
決
済
イ
ン
フ

ラ
に
大
き
く
依
存
す
る
。
特
に
ア
ジ
ア
は
紙
（
小
切
手
）

中
心
の
支
払
か
ら
最
も
進
ん
だ
R
T
G
S
（R

eal
T
im
e

G
ross

Settlem
ent

）
に
よ
る
支
払
ま
で
幅
広
く
存
在
す

る
た
め
、
入
金
確
認
に
手
間
が
か
か
る
。
こ
の
他
に
も

売
掛
金
管
理
の
効
率
化
は
外
部
要
因
に
影
響
さ
れ
る
部

分
が
多
々
あ
り
、
自
社
内
の
シ
ス
テ
ム
化
や
体
制
構
築

の
み
で
は
な
か
な
か
効
果
を
出
し
に
く
い
と
考
え
ら
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
最
新
の
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
が
こ
の
よ
う
な
状
況
も
考
慮
し
、
ど
の
よ
う
な

機
能
を
有
し
て
い
る
か
を
紹
介
す
る
。

売
掛
金
管
理
プ
ロ
セ
ス

売
掛
金
管
理
の
プ
ロ
セ
ス
は
通
常
、
請
求

（In
v
o
ic
in
g

）
、
回
収
（C

o
lle
c
tio
n

）
、
照
合

（R
econciliation

）
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ

の
結
果
を
C
M
S
（
T
M
S
）
の
シ
ス
テ
ム
に
還
元
す

る
こ
と
で
よ
り
正
確
な
資
金
管
理
が
実
現
で
き
る
。
こ

れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
誤

っ
た
請
求
書
の
管
理
工
数
（
修
正
ま
で
の
日
数
）
の
削

減
、
入
金
期
日
の
遅
延
の
削
減
、
入
金
の
確
認
（
売
上

の
計
上
）
ま
で
の
日
数
の
削
減
等
を
実
現
し
、
結
果
と

し
て
コ
ス
ト
の
削
減
（
人
員
削
減
）、
R
O
A
の
向
上
が

見
込
め
る
。

内
在
す
る
問
題
点

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
各
国
の
決
済
イ
ン
フ
ラ
の

多
様
性
が
本
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
を
阻
害
す
る
大
き
な

要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

①
請
求
（Invo

icing

）

請
求
書
に
内
在
す
る
問
題
点
と
し
て
、
ま
ず
「
見
や

す
さ
」
が
上
げ
ら
れ
る
。
見
に
く
い
請
求
書
は
、
間
違

い
に
気
づ
き
に
く
く
、
結
果
的
に
顧
客
に
よ
る
確
認
の

手
間
の
増
大
、
間
違
っ
た
支
払
に
直
結
す
る
。
ま
た
、

請
求
書
を
紙
で
送
付
す
る
場
合
、
発
行
管
理
や
到
着
管

理
、
顧
客
で
の
処
理
状
況
の
確
認
等
が
課
題
と
な
る
。

②
回
収
（C

o
llectio

n

）

資
金
の
回
収
の
容
易
さ
は
各
国
の
決
済
イ
ン
フ
ラ
に

依
存
す
る
。
顧
客
の
送
金
手
段
を
理
解
し
て
い
な
い
と
、

入
金
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
ど
の
よ
う
な
情
報
が
銀
行
か
ら

の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
付
随
す
る
の
か
が
予
想
で
き
ず

（
例
え
ば
、
小
口
送
金
シ
ス
テ
ム
は
通
常
十
分
な
情
報
を

付
加
す
る
エ
リ
ア
は
な
い
が
、
大
口
送
金
に
利
用
さ
れ

る
S
W
I
F
T
等
に
は
一
四
〇
文
字
程
度
の
エ
リ
ア
が

あ
る
）、
結
果
的
に
次
工
程
の
入
金
確
認
を
困
難
に
す
る
。

③
照
合
（R

eco
nciliatio

n

）

照
合
は
通
常
、
金
額
、
R
E
F
（Invoice

N
um
ber

）、

送
金
人
を
用
い
る
。
し
か
し
、
入
金
情
報
に
は
、
R
E

F
は
も
ち
ろ
ん
、
送
金
人
す
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
多
々
あ

り
、
入
金
内
容
を
特
定
す
る
の
に
数
日
か
か
る
こ
と
も

稀
で
は
な
い
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
大
口
送
金
の
場
合
で

も
、
必
要
な
情
報
が
平
文
形
式
で
入
っ
て
い
る
こ
と
も

多
く
、
自
動
化
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

こ
こ
で
は
、
弊
社
の
持
つ
複
数
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
例
に
取
り
、
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
を
実
現
す
る
た
め

CFO FORUM●30

売
掛
金（
A
／
R
）管
理

プ
ロ
セ
ス
の
最
適
化

T
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O
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W
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T
C
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柳
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二
郎

サ
ン
ガ
ー
ド
ア
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ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

カ
ン
ト
り
ー
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト



に
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有
し
て
い
る
か
を
紹
介
す
る
。

弊
社
で
は
、
売
掛
金
管
理
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
左
図
の
よ

う
に
分
け
て
考
え
て
い
る
。以

下
、
各
プ
ロ
セ
ス
で
実
現
さ

れ
る
機
能
に
つ
い
て
述
べ
る
。

①C
red
it
R
isk

ー
事
前
属
性
定
義

顧
客
属
性
を
定
義
し
、
以
降
の

プ
ロ
セ
ス
を
そ
の
顧
客
属
性
に
最

適
な
方
法
で
行
う
た
め
の
基
準
と

す
る
。
過
去
の
顧
客
と
の
取
引
頻

度
や
支
払
実
績
等
を
全
て
ス
コ
ア

リ
ン
グ
し
、
こ
の
情
報
を
ベ
ー
ス

と
し
、
顧
客
に
与
え
る
信
用
枠
や
、

支
払
の
督
促
方
法
等
の
手
段
を
選

択
す
る
。

②S
e
lf-S
e
rve
E
IP
P

ー
請
求
プ

ロ
セ
ス

顧
客
が
請
求
書
をW

eb

で
参
照

で
き
る
仕
組
み
を
提
供
し
て
い

る
。
請
求
書
に
疑
問
が
あ
る
場
合

の
問
い
合
わ
せ
や
、
同
意
の
ス
テ

ー
タ
ス
入
力
の
機
能
も
提
供
す

る
。
ま
た
、
請
求
書
を
電
子
デ
ー

タ
で
提
供
す
る
た
め
、
二
重
請
求

や
過
剰
・
過
少
請
求
を
、
顧
客
に

て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
容
易
に

な
る
。

③

C
o
lle
c
tio
n
s
,
D
is
p
u
te
s

C
laim
s

ー
回
収
プ
ロ
セ
ス

請
求
書
を
ベ
ー
ス
に
顧
客
が
支

払
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
仕
掛
け
や
、
前
工
程

で
問
題
あ
り
と
マ
ー
ク
さ
れ
た
請
求
書
の
調
査
の
た
め

の
担
当
者
を
ア
サ
イ
ン
す
る
仕
掛
け
を
提
供
し
て
い
る
。

④C
ash
A
p
p
licatio

n

ー
照
合
プ
ロ
セ
ス

入
金
通
知
と
請
求
書
を
自
動
的
に
照
合
す
る
仕
組
み

を
提
供
す
る
。
マ
ッ
チ
ン
グ
の
ル
ー
ル
は
顧
客
別
に
定

義
で
き
、
一：

一
の
照
合
の
み
で
な
く
一：

N
（
近
年
、

M
ass
P
aym
ent

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
増
え
て
お
り
、
同

一
顧
客
の
支
払
を
ま
と
め
る
傾
向
に
あ
る
）
に
も
対
応

す
る
。
ま
た
、
平
文
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
抽
出
し
、
マ

ッ
チ
ン
グ
率
を
高
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

⑤
A
／
PW

o
rkflo

w

以
上
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、

請
求
書
の
承
認
や
支
払
ス
テ
ー
タ
ス
等
を
管
理
す
る
ワ

ー
ク
フ
ロ
ー
機
能
を
提
供
す
る
。

⑥C
ash
M
anag

em
ent

顧
客
か
ら
の
支
払
の
約
束
の
度
合
い
（
予
定
、
コ
ミ

ッ
ト
、
支
払
い
済
み
等
）
も
考
慮
し
た
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
・
フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
ト
を
行
う
。

ま
と
め

売
掛
金
管
理
の
最
適
プ
ロ
セ
ス
は
、
支
払
側
の
事
情

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
シ
ス
テ
ム
は
共

通
化
し
た
仕
組
み
に
加
え
個
別
の
状
況
を
考
慮
し
、
処

理
方
法
を
変
え
ら
れ
る
仕
組
み
が
必
要
に
な
る
。
多
様

な
各
国
の
決
済
イ
ン
フ
ラ
の
た
め
、
入
金
確
認
（
リ
コ

ン
サ
イ
ル
）
を
銀
行
間
決
済
の
よ
う
に
六
〇
％
〜
七

〇
％
程
度
自
動
で
行
え
る
よ
う
に
な
る
に
は
ま
だ
時
間

が
か
か
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
請
求
書
発
行
や
各
プ

ロ
セ
ス
で
の
ス
テ
ー
タ
ス
、
問
い
合
わ
せ
等
の
効
率
化

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
安
価
で
共
通
の
イ
ン
フ

ラ
を
用
い
、
十
分
実
用
に
耐
え
る
ま
で
シ
ス
テ
ム
は
進

化
し
て
い
る
。
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